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●全日本ミックスダブルスソフトテニス選手権大会 （神奈川県版）● 

 
1 ⽇時 令和 6 年 6 ⽉ 15 ⽇（⼟） 受付    8 時〜8 時 30 分   開会式 8 時 45 分〜

   競技開始 9 時 30 分〜 
 6 ⽉ 16 ⽇（⽇） 競技開始 9 時〜 

2 会場 奈良県明⽇⾹村 
（公財）⽇本ソフトテニス連盟が公開する⼤会実施要項を参照 

3 種別 ミックスダブルス ⼀般・35 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳 

4 参加資格 
選出数 

（１）⼀般は、年齢制限は無い。
（２）35 歳以上の種別は、本年 4 ⽉ 1 ⽇現在で、各年齢に達している者 
（３）神奈川県からの選出数は、⼀般は 20 ペア以内 

※申し込みが 21 ペア以上の場合は別途予選会を開催する。予選会を開催する場合には、
別途連絡する。（ホームページ上に掲載する・全⽇本社会⼈予選会終了後を予定） 

（４）35 歳〜70 歳の部出場選⼿は公認審判員制度の有資格者とし、参加数は制限しな
い。 

（５）⼀般の部の出場選⼿＜参考＞ 
ア ⼀般の部出場選⼿は、技術等級制度 2 級以上および公認審判員制度の有資格者と

し、下記の実績等を有していること。 
 

⼤会名等 ⼀般 

① 2023 年度⽇本ソフトテニス連盟ダブルス男⼦・⼥⼦
総合ランキング 上位 10 位以内 

② 2023 年度全⽇本選⼿権⼤会 上位 16 ペア以内

③ 2023 年度本⼤会 ⼀般 上位８ペア以内 

④ 2023 年度全⽇本学⽣選⼿権⼤会 上位 16 ペア以内

⑤ 2023 年度各ブロック⼤会（北海道を除く） ⼀般 上位 4 ペア以内 

⑥ 開催都道府県・愛知県・埼⽟県・神奈川県・千葉県・兵庫県・ 
静岡県・東京都・⼤阪府・北海道・茨城県 20 ペア以内 

⑦ 上記、⑥以外の府県 16 ペア以内 
 

イ ナショナルチーム及び U-20 のメンバー。 
ウ ⽇本ソフトテニス連盟から推薦されたペア。 
エ 留意事項 

（ア）上記(3)、①〜⑤で得た出場権が重複する場合は補充しない。 
（イ）上記(3)、①〜④までの出場資格を有する選⼿は有資格者同⼠以外では原則とし

て参加は認められないが特別の事情が起こった時は⽇本連盟に選⼿変更を申請して
許可された場合に限り認められる。ただし 2 ⼈ともの変更はできない。 

（ウ）出場ペア数を他都道府県から譲り受けることはできない。 
（エ）⾃分の所属外の都道府県選⼿と組んで出場することができる。ただし、双⽅の都道

府県連盟会⻑の承認を得ていずれかの会⻑より申し込むこととする。（この場合申し込
んだ都道府県の制限数に⼊る） 

（オ）③〜⑥の出場枠は、⼤学⽣・⾼校⽣・中学⽣も参加できる。ただし、学連・⾼体連・ 
中体連所属の選⼿を申し込む場合は、所属都道府県連盟会⻑の承諾を得ること。 

5 試合⽅法 （１）ルールは(公財）⽇本ソフトテニス連盟ソフトテニスハンドブックによる。 
（２）全種別ともトーナメントまたはリーグ戦の予定 

6 ⼤会使⽤球 （公財）⽇本ソフトテニス連盟が公開する⼤会実施要項を参照
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7 参加料 全種別とも 1 ペア 6,000 円     会員制度の未登録者が含まれる場合 9,000 円
※申込時に選択した⽀払⽅法で⽀払うこと。また、参加申し込み後の参加料は返⾦しない。 

8 申込⽅法 ⼤会申し込みは、（公財）⽇本ソフトテニス連盟の会員向けサイトの画⾯から『⼤会申込システ
ム』により⾏うこと。 
※参加料は、システム⼊⼒後、コンビニ⽀払いの場合は速やかにお⽀払いください。 
※会員登録と同様に⼊⾦が完了しないと申込⼿続きは完了しません。 

9 申込期⽇ 4 ⽉ 10 ⽇（⽔） ※FAX・電話・期⽇後の申し込みは⼀切受け付けない。 

10 参加の条件 ●（公財）⽇本ソフトテニス連盟公認のウェア・シューズを着⽤すること 
・ ウォーミングアップウェアでの対戦は認めない。 

●選⼿は必ずゼッケンを着⽤し、必ず四隅を⽌めること。 
●ラケットは、（公財）⽇本ソフトテニス連盟の公認マークが添付されたものを使⽤すること。 
●公認審判員ワッペン及びイエローカードを携⾏し、審判の際にはワッペンを着けること。 

11 その他 （１）⽇本連盟への申し込み及び参加料の送⾦は県連盟でまとめて⾏うが、本⼤会の交通費・
宿泊料等は各⾃の負担とする。 

（２）本⼤会では、参加者全員がドーピング検査の対象となる可能性があります。検査対象とな
ると、写真付きの⾝分証明証(免許証・学⽣証等)が必要となる為、必ず持参してください。 

（３）本⼤会の詳細は、（公財）⽇本ソフトテニス連盟が公開している⼤会実施要項を参照し
てください。 

 
  


